






A Study on Urban Transportation Policy Shift and Tram Projects in France













































































































Transports Collectifs en Site Propre）という概念を理解しなければならない。TCSPは，「専
用走行路を有する公共交通機関」という概念であり，地下鉄や LRT などの軌道系交通機
関と，専用レーンを持つバスである BRT の総称である。TCSP は，財政制度上の軌道系




















































れる快適な車両を高頻度運転するものである。近年は，IVECO バスの Crealis シリーズ




















































































































































に改めるべく，道路投資を削減し，LRT や BRT への投資を大幅に増やす方針が打ち出さ
れた。第二の要因は，シラク政権末期に実施された交通助成プログラムの廃止と交通負担
金の TCSP 上限税率適用の自由化である。この二つの改革を機に，地方公共団体がこぞっ

















0.2% の税率上乗せを導入し，従来は TCSP 税率の適用が出来なかった人口10万人未満の
都市圏のうち，人口５万人〜10万人の都市圏は TCSP 導入の税率引き上げを可能にした。
グルネル法制定により，国の都市開発への助成条件が，従来型の開発ではなく持続可能な






が，LRT 導入に転換し LRT 導入都市が30都市近くまで一気に増加した。2007年開業のル・







LRT 導入済みの都市においても，あまり需要の見込めない新線を BRT で建設し，LRT・
地下鉄など軌道系交通のネットワークに組み込む事例も増加している（ナント，リヨン，
ストラスブールなど）。LRT や BRT の導入例が増加したため，BRT 用のバス車両の開発


























































　図3-2に示すように，Place Jenner を中心として Grand Hameau から La Plage までの南
北線と，La Plage から Caucriauville-Pre Fleuri までの東西線の２本から構成される。車






























































































　②　直接利害関係の及ぶ近接住民向けに Information letter を発行した。
　③　半期に１回程度 Café tram を開催し，Café で住民と懇談する場を設けた。
　④　現場大使と呼ばれる人を任命し，毎日工事現場で住民説明に当たった。
　⑤　住民からの疑問，要望，苦情に対応するためのフリーダイヤルを設けた。






















































北端近くの Gare des Aubrais 駅は各方面への長距離列車の停車駅であり，南へ向かって
Gare d’Orleans 駅（SNCF のターミナル駅）および旧市街地（De Gaulle 駅など）を通り，
ロワール川を渡った後，南部の郊外のオルレアン大学のキャンパスを経由して，Hopital 







De Gaulle 駅で Ligne A と交差する。両線をあわせ十字型の路線構成となっている。
⑵　運行主体




　Ligne A には，Alstom の70% 低床車 Citadis 301が22編成導入された。一方，Ligne B




























上の Jeanne d’Arc 駅も地上設備を置かず，券売機
も沿道建物に埋め込む等の景観上の配慮がなされて
いる（図4-8）。
















































































































































て Ligne A が敷かれた経緯がある。そして前述した乗客数の伸び悩みは，これらの中間
部分への居住が進まなかったことも要因の一つであると見ることができる。Ligne B の開









































　トラムのオーナーは Agglomeration Community Tours であり，その運営は，民間企業
























　“TRAMWAY A LA FRANCAISE”18）の中でのトゥールに関する記述の中に，““fourth 































































































































































































































































































































　本研究を進めるに当たって，快くインタビューに応じていただいた Le Havre 市の
Monsieur Chaboche, Orleans 市の Monsieur Paillaud, Monsieur Pavie, Tours 市の Madame 

























８） transdev：“Jour apres Jour”，
 http://www.transdev.com/fr/media/jour-apres-jour/reseau-tramway-le-havre.htm，
2014/11/30確認





11） ENCYCLOPÉDIE LAROUSSE 
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12） l’AgglO の広報誌 Lettre d’information No 40 （現地で入手）
13） http://fr.wikipedia.org/wiki/Tramway_d’Orléans
14） ヒアリング資料「Visite de la delegation japonaise 8 septembre 2014」
15） 「地球の歩き方　フランス2013−2014」，ダイヤモンド社，ダイヤモンド／ビッグ社
16） http://www.urbanrail.net/eu/fr/tours/tours.htm  （2014年11月18日）
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BRT の間の機種選択の分析を行う関係上，ドゥエーのゴムタイヤトラムを BRT ではなく

































（15） ル・マンメトロポールへのヒアリング，2013. 9. 5。
（16） GART（2014），p.25。
（17） ニームは，LRT よりも BRT の方が安価なのでニームにとって最適な手段であるとして，
2012年に BRT である T１号線を開業させた。しかし，より需要が見込まれる東西方向の T
２号線に関しては，結局鉄輪式の LRT を導入することを決めた。
（18） スペインの CAF 社が格安 LRV である Urbos を開発，ブザンソンに24ｍ三連接車を落札し
た。アルストムも対抗して小都市向けの Citadis Compact（３連接22ｍ，車軸あり）を開発，
オーバーニュで採用された。また，ディジョンとブレストは，共同発注という手法でロッ
ト数を増やし，安価に LRV を契約した。
（19） ヒアリング時に提供された図を撮影したものである。
（20） トゥールでのインタビュー時に提供された資料の一部抜粋である。
